
順番 質　　　問　　　項　　　目 答　弁　者

1 篠原議員
重点支援交付金を活用して省エネ家電の導入促
進を

町長

2 長野議員 太陽光パネルの廃棄をどう進めるのか 町長

3 上野議員
トナリエ北広島「沼田町ビアキッチン」の現状
について

町長

4 三浦議員
沼田っ子のスポーツ・文化活動を支える環境づ
くり

教育長

5 大沼議員 中東情勢から町民生活を守るには 町長

質 問 者

令和８年第２回定例会は、６月１８日～１９日までの予定です。

６月１８日 10：00～ 町長「一般行政報告」、教育長「教育行政報告」

13：00～ 一般質問（５件）

●中途からの入場、退場もできますので、お気軽に傍聴下さい。

●議場は役場３階です。ふれあいからエレベーターをご利用下さい。

●ふれあい１階ロビーでも、議会のテレビ中継がご覧いただけます。

●インターネットでのライブ配信は途中で映像が途切れる場合がありま

す。その際は時間をおいてから再度「北海道沼田町議会」で検索してご

覧下さい。

今回も前定例会に引き続き、YouTubeにより試験的にライブ配信を

実施します。来場することが困難な方は是非「北海道沼田町議会」で検

索してご覧下さい。

お問合せ先：沼田町議会事務局 TEL:0164-35-2117



（通告順）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

№ 議　席 議員名 件　　　　　　　　　　　　名 答弁者

1 2 篠原議員 重点支援交付金を活用して省エネ家電の導入促進を 町長

2 7 長野議員 太陽光パネルの廃棄をどう進めるのか 町長

3 9 上野議員
トナリエ北広島「沼田町ビアキッチン」の現状につい
て

町長

4 5 三浦議員 沼田っ子のスポーツ・文化活動を支える環境づくり 教育長

5 8 大沼議員 中東情勢から町民生活を守るには 町長

5件 5人

一般質問一覧表　（令和８年第２回定例会）
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令和８年 第２回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

 

【町長】 

 

  

通告順 １ 
質問 

議員 
篠原議員 

質問 

項目 
重点支援交付金を活用して省エネ家電の導入促進を 

質問 

内容 

 ６月５日、国会において令和８年度の補正予算が成立した。この予算に

は、重点支援交付金１，０００億円が計上されており、エネルギーや食料

品価格等の物価高騰の影響を受けている生活者や事業者への支援に充て

ることが見込まれている。 

 政府は地方単独事業の推奨メニューとして生活者支援と事業者支援に

それぞれ５項目ずつを挙げているが、その中で生活者支援メニューの５番

目に「省エネ家電等への買い換え促進」がある。これは、家庭におけるエ

ネルギー費用負担を軽減するために、省エネ性能の高いエアコン・給湯器

等への買い換えを支援するものとなっている。 

 近年は北海道でも毎年のように猛暑が続き、熱中症から命を守るための

エアコン需要が高まっている。ところがいま、経済産業省が定める「省エ

ネ基準」の大幅引き上げに伴い、基準を満たさない安価な標準機種は製造・

販売終了となる２０２７年問題が起きていて、この夏は駆け込み需要で旧

機種の入手が困難になっている。 

 そこでやむを得ず新機種の購入となれば、設置費用に数万円の価格差が

生じることになる。しかし、一旦導入すれば省エネ効果により初期費用上

昇分はいずれ回収できる見込みがある。そのため、今回の重点支援交付金

を活用して新型機種導入への補助を行えば、温室効果ガス排出削減と熱中

症予防の一石二鳥の効果が得られると考える。 

 重点支援交付金の有効活用として検討できないか、町長の考えを聞く。



資料１ 令和８年度補正予算「重点支援交付金」の概要① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         （内閣府の公式サイトより） 



資料２ 令和８年度補正予算「重点支援交付金」の概要② 
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令和８年 第２回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

 

【町長】 

  

通告順 ２ 
質問 

議員 
長野議員 

質問 

項目 
太陽光パネルの廃棄をどう進めるのか 

質問 

内容 

 国は本年 4 月、「太陽電池廃棄物の再資源化等の推進に関する法律案」

を閣議決定し、第 221 回特別国会に提出した。 

 

 その概要は、「太陽光パネルの大量廃棄に備え、多量の事業用太陽電池の

廃棄をしようとする者（太陽光発電事業者等）に国が定める判断基準に基

づくリサイクルの実施に向けた取組を義務付けるとともに、費用効率的な

リサイクル事業の計画を国が認定する制度を創設し、都道府県ごとの廃棄

物処理法の許可を不要とする等の措置を講ずる。」とある。【資料 1】 

 

 主な措置事項として、①国の基本方針策定、②太陽光発電事業者等へ規

制（指導、助言、勧告、命令）③リサイクル事業者への措置(技術開発・施

設設備等の財政上の措置)、④製造・輸入業者に対する措置（環境配慮設

計、含有物質の情報提供等）、⑤廃棄に関係する者を対象とした義務付けの

検討～が示されている。【資料 2】 

 

 今後、本町でも予想される解体、リサイクル等に対して町長の考えを聞

きたい。 

1, 本町の太陽光パネルの設置状況をどのように把握しているのか。 

 

2, 太陽光パネルの廃棄・リサイクル処理に対して、どの部署が、いつま

でに、どのように進めていくのか。 



環境省 資料 1 

 



環境省 資料 2 
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令和８年 第２回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

 

【町長】 

  

通告順 ３ 
質問 

議員 
上野議員 

質問 

項目 
トナリエ北広島「沼田町ビアキッチン」の現状について 

質問 

内容 

 昨年開店した「沼田町ビアキッチン」が１年を経過した、その出店の現

状について、横山町長にお聞きします。 

 

 行政報告には、「クラフトビールやトマトを使用した料理の提供など、魅

力発信拠点として本町の認知度向上に繋がっている」と記載されています

が、現状、「沼田町ビアキッチン」は北広島ではどのように運営されている

のか 

 

 以下具体的事項について質問します。 

  １．認知度向上に繋がっているとした根拠は何か。 

  ２．今後の運営に向けた改善点は何か。 

  ３．今後の「沼田町ビアキッチン」の将来像は。 

  ４．「オール北海道ボールパーク連携協議会」への事業参画とは具体的

に何か。 

  ５．マンパワー、料理メニューの満足度をどう向上させていくのか。

  ６．コンサルタント会社が離脱した経緯とその対策は。 

 

 以上、町長に質問致します。 
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令和８年 第２回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

 

【教育長】 

  

通告順 ４ 
質問 

議員 
三浦議員 

質問 

項目 
沼田っ子のスポーツ・文化活動を支える環境づくり 

質問 

内容 

 少子化の進行により、単独での活動継続が難しくなる競技や文化活動が

増え、中学校部活動では地域展開が進められている中、沼田町においても、

地域指導者の活用や有償旅客運送による送迎支援など、活動機会の確保に

向けた取り組みが進められています。一方、小学校スポーツ少年団や文化

活動については社会教育活動として位置づけられ、練習や大会等町内外へ

の送迎の多くを保護者が担っている現状にあります。地域展開で活動範囲

の広域化や、共働きの増加などによりその負担は決して小さくはありませ

ん。活動するのは学校教育や社会教育という区分ではなく、同じ沼田の子

供達であり、スポーツや文化活動に出会う最初の入り口は小学校期である

ことから、この時期の経験は中学校以降の活動の継続にも大きく影響しま

すが、家庭環境によっては送迎が難しくやりたい活動を諦めざるを得ない

状況も考えられます。今後、中学校部活動の地域クラブ化が進められるこ

とが予想される中、学校教育と社会教育の区分だけでなく、子供たちの活

動機会の確保と継続という観点から、小学校から中学校までを見据えた沼

田独自の支援体制が必要なのではないかと考えます。 

 そこで、教育長に伺います。 

 

１ 小学校スポーツ少年団や文化活動における保護者負担や家庭環境に

よる活動機会への影響が課題となる中、子供たちの活動機会の確保と

継続に向けた今後の方向性についてお聞かせください。 

 

２ 中学校部活動の地域クラブ化を見据え、学校教育と社会教育の枠を超

えた一貫した支援体制への考えと、小学校スポーツ少年団や文化活動

における移動手段の確保について、有償旅客運送・スクールバス活用

を含めた支援の必要性をどう考えるかお聞かせください。 
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令和８年 第２回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

 

【町長】 

 

通告順 ５ 
質問 

議員 
大沼議員 

質問 

項目 
中東情勢から町民を守るには 

質問 

内容 

 本年 2 月末に発生した米国・イスラエルによるイラン攻撃から 3 ヶ月が

経過いたしました。イランによる対抗措置としてのホルムズ海峡封鎖は、

自国の経済に極めて強い緊張をもたらしています。 

 海上物流の制約による海上運賃の急上昇、船舶の戦争保険料の跳ね上が

りは、海上輸送に依存するあらゆる貨物や物資の価格に転嫁され、今や深

刻な物価高騰となって地域を直撃しています。 

 世界の海上石油取引の約 25％、液化天然ガスの約 20％が通過するホル

ムズ海峡の封鎖に対し、国内には約 8 ヶ月分の石油備蓄があるとされてい

るものの、これは数量的な「供給の確保」に過ぎず、国際市場と連動して

跳ね上がる「価格の高騰」とは全く別物として捉えるべきであり、備蓄が

あるからと安心できる状況ではないと思います。 

 今年の夏、天気予報では全国的な高温が予想されており、冷房使用等に

よる光熱費のさらなる増額が強く懸念されます。本町の状況を見まして

も、すでに日々の買い物で「食費を削り、生活費を抑えざるを得ない」と

いう切実な声が町民の皆様から聞こえています。ホルムズ海峡の封鎖によ

るインフレに対しては国の施策(支援）を十分に活用し、住民の暮らしを支

えていくことは重要です。 

 

 これらの情勢から、この夏、懸念される光熱費・物価の高騰（食料品 6

月だけで 1076 品目の値上）に対し、物価高騰対策の給付金など今後の継

続・拡充について町としてどのような施策をもって町民の生活を守ってい

くのか、現時点における具体的な施策について見解を伺います。 

 

 また、今回の封鎖は長期化が懸念されており、国による交付金などの財

政支援が今後も続くとは限りません。もし、国の財政支援が途絶えた場合、

どのような戦略をもって対応されるのか、所信を伺います。 



資料 1

イラン

オマーン

通常 ： 1日 100 隻以上通る石油タンカー

10隻以下に
↓↓↓

原油、 LNG、 LPG、 石油化学製品、

ヘリウム、 ナフサ、 肥料原料など

さまざまなエネルギー ・資源の輸送路が

ホルムズ海峡
ペルシャ湾

オマーン湾

軍事衝突による通航停止

エネルギー ・資源供給の混乱

各国の生活コスト上昇

連鎖を引き起こしている

↓ ↓

↓ ↓

↓ ↓
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